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啓蟄の候、会員の皆様には如何お過ごしでしょうか?各地で花の便りが聞こえてくる季節となりま

したが、まだ余寒の残る日もあり体調管理が難しい時期ですがお元気でしょうか。 

さて、今回も、国文学者 光田先生による『辞世の俳句』をテーマに、三回シリーズでお話をいた

だきます。辞世の句とは、遠からぬ死を見据えて先人がこの世に書き残した最後の短文で、特に

「辞世の俳句」は江戸時代になって、俳諧が盛んになると五七五の辞世句も増え、最後に読んだ句

(絶句)を辞世の句として、その人となりを伝えることが多くなり、その時代の施政者から文化人、地

方の素封家、芸能人、商人、一般人まで広く拡がっています。恐らく、寺社や墓地に行けば、何点か

の石刻が見つかるはずです。そして俳句で詠んだものは格別の趣があります。松尾芭蕉の「旅に病

んで 夢は枯野を かけ廻る」、井原西鶴の「浮世の月 見過しにけり 末二年」、良寛の「散る桜 

残る桜も 散る桜」、高杉晋作の「おもしろき こともなき世を おもしろく」は有名な辞世の句として覚

えておられると思います。忠臣蔵でご存じの赤穂浪士も辞世の句を俳句で詠んだ人物が五名おら

れるようです。今回はそのような各地の埋もれた「辞世の俳句」を九百句余り収集された光田先生

の俳句愛を三回にわたりお聞きしたいと思います。 

光田先生は、京都・北野天満宮や奈良・橿原神宮での連歌の会で宗匠を務められ、自ら句を嗜

まれておられます。 
 
今回も『辞世の俳句』を、作者の意図を推測しながら読んでみませんか・・・。 

皆様のご参加をお待ちしています。また、皆さまのお友達にも参加の働きかけをしていただき、 

ご一緒にご出席いただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◆ 日 時： 2024年 3月 27日 (水曜日) 15:30～17:30 

 

◆ 場 所： 大阪公立大學 文化交流センター 

大阪市北区梅田 1-2-2-600 

大阪駅前第 2ビル 6階 

 

◆ テーマ： 『辞世の俳句』を読む  第 1回目 

 

◆ 講 師： 光田和伸様 （国文学者） 

        専門は比較文化・比較文学 

和歌、連歌、俳諧を研究 

 

◆ 参加料： 正会員； 500円 

賛助会員＆一般； 1,000円 

 

◆ 月例会への参加は,下記メールアドレス宛に、 

お名前と月例会と懇親会それぞれの出欠をメールにてお知らせください。 

klub.zukunft@gmail.com 

以上 
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